
おわりに 

本書のまとめと今後の展望 

本書では、製造業の経営者やシステム担当者の方々に向けて、基幹システム、特に ERP

を軸とした情報システム構想の策定プロセスを、戦略から実践ノウハウまで体系的に解説

しました。この複雑な旅路の出発点から終着点までを振り返り、今後、企業が直面するで

あろう新たな課題と展望について考察します。 

構想策定の全体像の再確認 

まず、本書で一貫して強調してきたのは、基幹システム構想策定は、単なる IT プロジェ

クトではなく、経営戦略と一体となった組織変革であるという点です。第 1 章で述べたよ

うに、現代の競争環境では、基幹システムは「守りの IT」から「攻めの IT」へと役割を変

えつつあります。情報の一元管理、ビジネスプロセスの標準化、そしてデータに基づいた

迅速な意思決定は、持続的な成長を実現するための不可欠な要素です。 

第 2 章から第 4 章にかけては、構想策定の具体的なステップを解説しました。 

• As-Is 分析と To-Be 業務フローの策定: まず、現状の業務課題を深く理解し、その

上で理想の業務プロセスを描くことが、無駄なカスタマイズを避け、本質的な業務

改善を実現するための第一歩です。 

• 要件定義とアーキテクチャデザイン: 理想の業務フローを、機能要件・非機能要件

として具体化し、クラウド ERP、オンプレミス、周辺システムとの連携といった

技術的なアーキテクチャを設計することで、将来にわたるシステムの柔軟性と堅牢

性を確保します。 

• 投資評価とロードマップ策定: ERP 導入は大きな投資です。TCO（総所有コスト）

を正確に見積もり、ROI（投資対効果）を客観的に評価することで、経営判断の根

拠を明確にします。また、段階的なロードマップを策定することで、組織の負担を

軽減し、着実にプロジェクトを進めることが可能になります。 

そして、第 6 章では、これらのプロセスを円滑に進めるための実践ノウハウとして、ス

テークホルダーマネジメント、ベンダー選定、セキュリティ、チェンジマネジメントとい

った、見落とされがちな要素の重要性を力説しました。特に、ERP 導入は従業員に大きな

変化を強いるため、綿密なチェンジマネジメントが成功の鍵を握ることを再認識していた

だきたいと思います。 



今後の展望：基幹システム構想策定のさらなる進化に向けて 

テクノロジーの進化とビジネス環境の変化は、基幹システムのあり方を絶えず変えてい

きます。本書で解説した内容を実践することは、今後の競争に勝ち抜くためのスタートラ

インに立つことに過ぎません。ここでは、将来を見据えた基幹システム構想の進化につい

て、いくつかの展望を示します。 

1. データ駆動型経営の深化 

今後の基幹システムは、単に業務データを効率的に処理するだけでなく、そのデータを

いかに価値ある情報に変え、経営に活かすかが問われます。ERP に蓄積されるデータは、

過去の取引記録に過ぎません。これに、IoT センサーから得られる製造現場のデータ、EC

サイトの顧客行動データ、SaaS アプリケーションの利用データなどを統合し、AI や機械

学習を用いて分析することで、精度の高い需要予測やパーソナライズされた顧客体験の提

供が可能になります。 

この進化を実現するためには、ERP を中心としたデータプラットフォームの構想が不可

欠です。データウェアハウス、データレイク、そしてこれらを繋ぐ ETL/ELT ツールなどを

活用し、企業全体のデータを一元管理・分析できる仕組みを構築することが、これからの

基幹システム構想の重要な柱となります。 

2. アジャイルと継続的改善の定着 

ビジネス環境の変化が加速する中、数年かけて完璧なシステムを構築する従来のウォー

ターフォール型アプローチは、リスクが高まっています。これからは、アジャイルの考え

方を導入し、**ミニマムバイアブルプロダクト（MVP）**からスモールスタートでシステ

ムを立ち上げ、ユーザーのフィードバックを継続的に取り入れながら、システムを成長さ

せていくアプローチが主流となるでしょう。 

ERP 導入においても、コア機能から段階的に導入するロードマップは、このアプローチ

と親和性が高いと言えます。一度の導入で終わりではなく、**継続的な改善（Kaizen）**

を文化として定着させ、システムを常に最新のビジネスニーズに合わせることが、ERP の

価値を最大化する鍵となります。 

3. 技術革新への柔軟な対応 

AI、IoT、ロボティクス、ブロックチェーンといった新たな技術は、基幹システムの可能

性を大きく広げます。 



• AI は、需要予測や生産計画の最適化、チャットボットによる顧客対応など、業務

効率化と価値創出の両面で活用されます。 

• IoT は、製造現場の機器データをリアルタイムに収集し、予知保全や品質管理に役

立てることができます。 

• ブロックチェーンは、サプライチェーンにおけるデータの透明性と信頼性を高めま

す。 

これらの技術を ERP と連携させることで、これまでになかった新しいビジネスプロセス

やサービスを創出することが可能になります。基幹システム構想策定においては、これら

の技術をどう取り込むか、そして将来的な技術革新に柔軟に対応できるスケーラブルなア

ーキテクチャをどう設計するかが、重要なテーマとなります。 

最後に 

基幹システム構想策定の旅は、決して平坦なものではありません。しかし、この旅を成

功に導くことは、企業の未来を切り開き、持続的な成長を実現するための最も確実な投資

です。本書が、皆様のプロジェクトの一助となり、成功への確かな道標となることを心か

ら願っています。 

この旅は、新しい時代のビジネスを創造する第一歩です。皆様の挑戦が、素晴らしい成

功体験となることを願って、筆を置かせていただきます。 


